
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

未曾有の東日本大震災より、三年の月日が経ちました。 

2011 年 3 月 11 日、あの日、障がいを持つ人々に何が起きたのか…。映画『逃げ遅れる人々』

では、福島県を中心に、被災した障がい者とそこに係る人々の証言をまとめています。 

 

このたび、自らも重度の障がいを持ちながらも、大学で教鞭を取られている、茨城大学非常勤

講師の有賀絵理先生をお迎えし、障がいのあるということとはどういうことなのか、また、障が

い者を取り巻くさまざまな課題や問題点にはどういったことがあるのか、などをお話いただき、

ともに考える機会にしたいと考え、映画の上映会と併せてお話し会の企画をさせていただきまし

た。今後起こりうる災害に対して、被害を少しでも減らしていくための提言をいただきたいと考

えております。みなさまのご参加、お待ちしております。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

講師紹介  有賀 絵理（ありが えり）  

◆茨城県日立市出身、茨城大学教育学部卒。         

◆茨城大学地域総合研究所客室研究員・同大学非常勤講師   

◆障がい当事者でもある自分の体験・経験を活かし、地域   

福祉の災害時要援護者避難や障がい福祉などを研究。    

◆近著に、『災害時要援護者支援対策 ― こころのバリア    

フリーをひろげよう―』がある。            

 

 

日  時 ／ ２０１４年 ９月１０日（水） 

10:00 映画『逃げ遅れる人々』上映 11:30 茨城大学非常勤講師 有賀絵理氏のお話 

（受付 9:30／終了予定 12:30） 

会  場 ／ ひたちなか市総合福祉センター  

ひたちなか市西大島３－１６－１ TEL０２９－２７４－３２４１ 

主  催 ／ みつばちの会～まちづくりを考える～ 

後    援 ／ ひたちなか市社会福祉協議会 

参 加 費 ／ 無 料（定員７０名） 
 

◎お問い合わせ＆お申し込みは、みつばちの会（担当・大里）TEL080-6686-6773 

E-mail charco0914@gmail.com まで 


